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社
員
一
人
ひ
と
り
の
働
き
が
い
を
高
め
、

「
会
社
も
社
員
も
と
も
に
元
気
に
！
」

選
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

値
も
高
め
る
経
営
施
策
の
一
環
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
の
方
向
性
に
基
づ
い
て
、
業
務
の
見
直
し
、
総
労

働
時
間
縮
減
、
女
性
の
就
業
継
続
、
育
児
や
介
護
と

の
両
立
支
援
等
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
る　

の
施
策

を
打
ち
出
し
た
。
﹁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
と
と

も
に
、　

の
施
策
を
通
じ
て
社
員
に
会
社
の
方
向
性

を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
会
社
で
働
く

喜
び
や
誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
風
土
を
つ
く
り
、
会
社

を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
﹂
と
総
務
部
労
務
管
理
課
係
長
の
古

賀
千
恵
氏
。

　

経
営
改
革
の
方
向
性
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
融
合
を
促
進
す
る

﹁
創
発
﹂
。
も
と
も
と
同
支
店
に
は
、
ボ
ト
ム
か
ら

声
を
上
げ
、
上
下
が
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
物
事
を
進
め
て
い
く
風
土
が
あ
る
。
こ

の
風
土
を
活
か
し
て
、
日
本
通
運
の
中
で
も
最
初
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

施
策
の
中
で
根
幹
的
な
取
組
と
な
る
の
が
、
役
職
・

階
層
別
意
識
改
革
教
育
で
あ
る
。
昨
年
の
経
営
層
に

対
す
る
講
演
会
に
続
き
、
管
理
職
研
修
を
行
っ
て
い

る
。
約
四
五
〇
人
の
全
管
理
職
が
、
三
日
間
か
け
て
、

企
業
理
念
の
理
解
と
人
間
力
向
上
の
二
つ
の
テ
ー
マ

を
も
と
に
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
。
﹁
従
来

か
ら
階
層
別
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
長
時
間
労
働
や
、
結
婚
・
出
産
を
契
機

と
す
る
退
職
等
の
問
題
は
、
ま
だ
完
全
に
は
解
決
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
中
心
の
研
修
を
越
え
た

何
か
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
今
、
管
理
職
の
価

値
観
も
様
々
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
皆
が
独
自
の
判

断
で
物
事
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
は
な
い

か
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
企
業
理
念
の
理
解
と

人
間
力
向
上
の
二
つ
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
﹂
と

　

陸
・
海
・
空
に
わ
た
っ
て
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
、
日
本
を
代
表
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
企
業

の
日
本
通
運
。
同
社
に
お
い
て
国
内
外
の
航
空
輸
送

を
手
が
け
る
航
空
事
業
部
の
中
核
部
署
で
あ
る
東
京

航
空
支
店
は
、
昨
年
﹁
東
京
モ
デ
ル
事
業
﹂
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
﹁
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

を
実
現
で
き
る
企
業
へ
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し

た
。
今
年
は
、
三
年
計
画
の
二
年
目
に
あ
た
る
。

　

同
支
店
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
働
き
方
改
革

を
通
じ
て
個
々
の
働
き
が
い
を
高
め
る
と
と
も
に
、

生
産
性
を
向
上
し
つ
つ
会
社
全
体
と
し
て
の
付
加
価

古
賀
氏
。

　

企
業
理
念
の
理
解
に
は
、
次
の
よ
う
な
狙
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
同
支
店
の
業
務
は
個
人
や
一
つ
の

部
署
だ
け
で
完
結
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
様
々
な

人
の
手
を
経
て
お
客
様
に
貨
物
が
届
く
仕
組
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
個
人
で
は
な
く
、
企
業
理
念
と

い
う
共
通
の
土
台
を
通
し
て
、
働
き
方
を
見
直
し
て

い
こ
う
と
考
え
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
能
力
を

発
揮
し
て
働
け
る
よ
う
個
人
の
能
力
を
向
上
さ
せ
て

も
、
皆
の
ベ
ク
ト
ル
が
違
う
と
組
織
力
が
出
な
い
。

そ
こ
で
、
企
業
の
方
向
性
と
一
人
ひ
と
り
の
ベ
ク
ト

ル
を
合
わ
せ
て
、
企
業
と
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て

い
こ
う
と
考
え
た
。
ま
た
、
研
修
に
創
発
的
な
戦
略

論
も
交
え
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
組
織
能
力
を
高
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
人
間
力
向
上
で
は
、
自
分
や
他
人

の
﹁
思
考
﹂
と
﹁
指
向
﹂
を
理
解
し
、
そ
の
上
で
自

分
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
振
り
返
っ
た
。
自
分
は
ど
の

よ
う
な
価
値
観
を
持
ち
、
そ
の
価
値
観
が
う
ま
く
働

い
て
い
る
時
、
強
く
前
面
に
出
す
ぎ
て
い
る
時
で
、

ど
の
よ
う
な
行
動
と
し
て
現
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
影
響
す
る
か
を
理
解
す
る
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
と
な
る
、
企
業
理
念
と
人

間
力
を
踏
ま
え
た
上
で
、
受
講
し
た
管
理
職
は
、
自

分
の
課
で
考
え
ら
れ
る
課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い

て
、
﹁
行
動
計
画
表
﹂
を
提
出
し
、
そ
の
三
カ
月
後
に

実
施
経
過
報
告
書
を
提
出
す
る
。
既
に
実
施
し
た
ケ

ー
ス
で
は
、
課
内
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
、
組
織
内
の
担
当
替
え
を
行
い
一

定
の
成
果
を
上
げ
た
部
署
も
あ
る
と
い
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
女
性
管
理
職
の
育
成
・
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
﹁
女
性
だ
け
で
は
な
く
、

男
性
も
含
め
た
意
識
改
革
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
﹂

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
に
女
性
社

員
は
、
男
性
社
員
に
比
べ
て
海
外
勤
務
や
転
居
を
伴

う
転
勤
が
少
な
く
、
職
務
経
験
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の

点
で
男
性
よ
り
管
理
職
登
用
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
経
験
の
差
を
縮
め
る
必
要

が
あ
っ
た
。
対
象
者
は
、
六
人
の
課
長
及
び
十
一
人

の
係
長
ク
ラ
ス
の
計
十
七
名
。
内
容
は
、
キ
ャ
リ
ア

　
の
棚
卸
し
や
、
他
者
評
価
と
自
己
評
価
を
あ
わ
せ
て

自
ら
を
知
る
﹁
三
六
〇
度
評
価
﹂
を
基
に
自
己
を
振

り
返
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
を
図
る
と
い
う

も
の
。

　

﹁
当
初
、
受
講
者
か
ら
は
、
﹃
周
囲
か
ら
次
期
管
理

職
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
る
。
﹄
と
い
っ
た
戸

惑
い
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
同
じ
悩
み
を
共
有

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
り
、
女
性
も

管
理
職
に
な
っ
て
次
の
世
代
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
責
任
感
が
芽
生
え
る
な
ど
、
様
々
な
成

果
が
あ
り
ま
し
た
。
受
講
者
の
意
識
が
、
自
分
を
軸

と
し
た
仕
事
の
仕
方
か
ら
、
組
織
を
意
識
し
た
働
き

方
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。﹂
︵
古
賀
氏
︶　

総務部労務管理課・浅井 裕琴さん（左）、総務部労務管理課係長・古賀 千恵さん（右）

　

の
施
策
を
通
じ
て
社
員
に

会
社
の
方
向
性
を
伝
え
て
い
く

女
性
社
員
活
躍
の
た
め
の

女
性
管
理
職
育
成・支
援
研
修

女性管理職育成研修

34

34

34

「
進
化
す
る
組
織
」を
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
で

  

創
発・実
践
す
る
管
理
職
研
修

目標

主な取組内容
効果●業務の見直し事業

●従業員の働き方への効果

1 女性社員の育児休業取得率及び
育児休業取得者のうち1年以上の継続就業率

2 男性社員の連続1週間以上の育児休業取得人数

3 一人当たりの超勤時間の縮減

▲
▲

従業員満足度及び「働き方の改革」に関するニーズ調査

ワークライフバランス推進のための、役職・階層別意識改革教育

●労働時間縮減事業

▲

コンサルタント等を活用した仕事の改革

●子育て等両立支援事業

▲

育児、介護等両立支援にかかわるガイドブック等の作成

●人材育成事業

▲

出産・育児、介護中社員等の継続就業のためのキャリア相談体制の構築

▲
▲

両立支援イントラネット（情報交換サイト）の立ち上げ

男性育児休業取得促進施策の実施

▲

女性社員継続就業プログラムの開発、および女性社員育成・登用、
キャリア開発支援のための研修・教育の実施

●社会貢献事業

●その他の働き方を変革するための独自事業

▲

ファミリーデーの開催（東京しごとの日事業）

▲

働きやすい職場環境づくりの一環としての禁煙プログラムの実施

▲

年次有給休暇等の取得促進

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

社員個々人の働き方に対する意識の変化

社員個々人のモチベーションアップ、パフォーマンスの向上

総労働時間の短縮

心身の健康増進

社員満足度の向上

家族と過ごす時間の増加、地域活動への自主的参加、自己研鑽

人生の充実

●業績等への効果

生産性の向上

超勤コストの削減

女性社員や若手社員の離職率の低下、優秀な人材の確保

会社へのコミットメント向上

社内の活性化

平成23年度：2名以上
平成24年度：3名以上

平成23年度末：対前年比5%縮減
平成24年度末：対前年比5%縮減

4 従業員満足度
平成24年度末：対平成22年度比5%向上

平成23年度末：80%以上、78.5%以上
平成24年度末：80%以上、78.5%以上　

組
織
で
進
め
る
業
務
改
革

　

外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
導
入
し
て
、
総
労
働
時

間
を
縮
減
し
生
産
性
を
高
め
る
業
務
改
革
に
も
取
り

組
む
。
対
象
と
な
る
の
は
、
国
際
貨
物
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
部
輸
入
セ
ン
タ
ー
、
九
段
航
空
支
店
、
国
内

日本通運株式会社東京航空支店

日通航空「ひとりひとりがライフデザインを実現できる企業へ」プロジェクト

社
員
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
実
現
に
向
け
て
、

働
き
甲
斐
、充
実
感
を
も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、会
社
が
サ
ポ
ー
ト
。

平成22年9月1日～平成25年3月31日

「ライフデザイン」とは、自分の生き方を設計することであり、企業人としては、自分らしく生きるためにどのように
仕事と向き合っていかなければならないのか、自らの「働き方」を設計していくことです。
社員ひとりひとりが、自分は何を大切にしたいか、どう働きたいかを明確にした上で、自己研鑽につとめ、持てる能力を 
日々発揮し、一方で、会社はその「ライフデザイン」の実現に向けて、働きやすい職場環境、会社風土を整え、社員
ひとりひとりが働き甲斐、充実感をもって働き続けられるよう、サポートしていきます。
「人」がもっとも重要な経営資源である当社にとって、それが企業発展の原動力となります。
『会社も社員もともに元気に！』
これが、日通航空の目指すワークライフバランス推進のゴールです。

 

今
回
の
﹁
﹃
働
き
方
の
改
革
﹄
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

で
は
、
従
来
と
は
違
う
﹁
新
し
い
働
き
方
﹂
を
、
会
社

と
個
人
で
創
意
工
夫
を
行
い
な
が
ら
創
造
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
業
で

あ
る
当
社
は
、﹁
人
﹂
が
最
も
重
要
な
経
営
資
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
市
場
が
低
迷
す
る
中
、
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る
業
容
の
拡
大
が
急
務
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
厳
し
い
競
争
の
中
で
、
し
っ
か

り
成
果
を
出
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
社
会
の
中

で
、
子
育
て
と
介
護
の
問
題
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
社
会
構
造
の
変
革
に
会
社
と
個
人
が
立
ち
向
か
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
社
会
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、﹁
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
﹂
の
実
現
に
向
け
た
活
動
で
す
。
生
活
時
間
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
仕
事
に
お
い
て
も
価
値
を
生
み
出

し
、
会
社
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
。
そ
の
よ
う
な

﹁
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
人
﹂
で
あ

り
、
か
つ
﹁
仕
事
も
で
き
る
人
﹂
の
集
合
体
を
形
作
る

こ
と
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
な
の
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続

的
な
成
長
と
発
展
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
、

社
会
と
会
社
と
個
人
を
支
え
る
活
動
の
中
核
と
し
て
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

経
営
者
の
声

東京航空支店長

さん　橋 康紀

実施予定期間

プロジェクト名

実 施 目 的
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日本通運株式会社東京航空支店

　昨年課長に昇進し、営業各課の売上計上や

債権を管理する現在の部署に異動しました。

このほど女性管理職育成研修に参加しましたが、

今まで男女の区別を意識せず働いてきたので、

当初打診された際は戸惑いもありました。し

かし、貴重な機会を用意してくれたのだから

と受講してみたところ、多くの気づきがあり

ました。

　研修は、自分自身を深く掘り下げ、これま

で目を背けていた部分に向き合うものでした。

研修の中で実施した360度評価では、自覚し

ていた「柔軟性」、「部下への責任付与」に

ついては、他者からも同様に低評価でした。 

何か問題が起これば率先して動いていましたが、

それでは部下は育ちません。研修のおかげで、

部下に責任ある仕事を任せるようになり、距

離も近づいてきました。また、個々人の考え

方は様々で、自分の「常識」は、違う立場の

相手にとっては「非常識」となることもある

と分かり、さらに質のよいコミュニケーショ

ンを目指したいと思うようになりました。

　私どもの部署は外部との接触が少ないため、

今後、部下にもっと外の世界を見せ、様々な

働き方があることに気づいてもらおうと思い

ます。自分自身も含め、一人で業務を抱え込

まずに一歩自分から踏み出し、他部署にも声

をかけて知恵や力を借りながら進めていける

といいですね。

　今後の研修を通して、逃げずに自分と向き

合い、更に力をつけてよいゴールを目指した

いと思います。

社員の声

日本通運株式会社成田空港支店
販売管理課長

水口 千賀さん

日本通運株式会社東京航空支店
国際貨物OP部
輸入センター係長

竹本 秀之さん

　昨年から輸入センター独自に業務改革を始

めていたところに、本プロジェクトの中で一

緒に実施しないかという話をいただきました。

外部コンサルタントのノウハウと、会社とし

てのバックアップを受け、実行力が大幅に高

まりました。

　業務改革では、業務効率化とお客様への価

値提供を高めることの両立を目指しています。

今まではどちらかに偏ることが多かったので

すが、外部専門家の意見も取り入れ、業務効

率化で時間を生み出し、付加価値を提供でき

るよう取り組んでいます。

　手待時間を減らすために前工程をできる限

り前倒しし、業務量の平準化に取り組みました。

そして、単なる業務効率ではなく、そこで生

み出した時間を能動的にお客様へのサービス

向上へとつなげる取組をしています。例えば、

アジアから衣類を輸入する際は原産地証明を

つけるなどの条件によって関税が下がるため、

条件のご案内や必要書類をご提供したり、精

密機械は湿気を嫌うため、空輸による結露を

防ぐ梱包のコツや温度管理をご提案する等、

お客様に役に立つノウハウや知識を、求めら

れる前にこちらから提案・提供するよう努め

ています。

　業務改革は机上でゴールを描くこともでき

ます。しかし、実践していくことで、ゴール

も変わってきます。時間がかかっても主体性

を大事にし、何のために業務効率を目指すの

かを考えながら実践することで、確実に働き

方は変わっていきます。

　自動車部品や液晶、半導体関連等の航空貨

物の輸出業務を担う課を指揮しています。今

年5月に管理職研修に参加しましたが、企業

理念の理解と人間力を向上させ、いかに職場

の働き方を変えて生産性を向上させるか、改

めて考え直し実行する機会となりました。昨

年まで約7年間中国現地法人に出向し、文化

も習慣も異なる現地スタッフをマネジメント

しながら弊社が求める品質を保証するため試

行錯誤を繰り返してきましたが、研修を通じ

て企業理念を拠り所とする自身の方向性は間

違ってはいなかったと改めて実感できました。

　研修では、企業理念や人間力というマネジ

メントの基礎を踏まえた上で、今後職場の働

き方をどう改革していくか、「行動計画表」

を作成しました。職場の年次有給休暇の取得

率に問題意識を持っていたため、年次有給休

暇の有効活用が可能な体制作りに取り組みま

した。従来は、お客様ごとの縦割分業であっ

たため「自分がいないと業務が滞る。」と休

みが取りづらい状況でした。そこでローテー

ションを行い、お客様にご満足いただける水

準で複数の社員が対応できるよう、業務改善

を行いました。その結果、縦割分業の解消、

業務の効率化が図れ、年次有給休暇を有効に

活用出来る社員も増えてきました。

　今回の取組は管理職として働き方改革に何

が必要なのか考える良い機会となりました。

まだまだ道半ばではありますが、職場の現状

に合わせて身の丈の改善を積み重ねていけば、

それが組織全体の改革にも役に立つと感じて

います。

日本通運株式会社東京航空支店
国際貨物横浜営業部
輸出第一課長

田中 雅彦さん
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貨
物
特
輸
部
の
三
ヶ
所
。

　

輸
入
セ
ン
タ
ー
は
、
各
支
店
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー

ビ
ス
業
務
を
集
約
化
し
た
こ
と
に
よ
り
総
労
働
時
間

が
増
加
し
て
い
た
。
徐
々
に
長
時
間
労
働
は
落
ち
着

い
て
き
た
も
の
の
、
業
務
効
率
化
の
課
題
が
残
っ
て

い
た
。
﹁
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
業
務
効
率
化
の
た

め
の
ス
キ
ル
で
は
な
く
、
な
ぜ
業
務
改
革
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
徹
底
し
て
考
え
さ
せ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
メ
ン
バ
ー
が
心
の
底
か
ら
納
得
す
る
、

す
な
わ
ち
、
当
社
で
よ
く
使
う
言
葉
で
す
が
﹃
腹
落

ち
す
る
﹄
こ
と
で
、
自
ら
主
体
的
に
取
り
組
み
、
成

果
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。﹂
︵
古
賀
氏
︶

　

九
段
航
空
支
店
は
、
外
部
環
境
の
激
変
に
伴
い
、

業
績
確
保
が
難
し
い
中
、
生
産
性
向
上
が
急
務
で
あ

っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
や
業
務
の
平
準
化
を

進
め
、
自
主
的
に
業
務
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
の
、
や
は
り
意
識
が
変
わ
ら
な
い
と
活
動
も
思

う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

社
内
ル
ー
ル
や
考
え
方
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
、
意

識
改
革
研
修
を
実
施
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
考

え
方
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
な
い
業
務
改
善
を
目
指
し

て
い
く
。

　

国
内
貨
物
特
輸
部
は
、
営
業
か
ら
集
配
ま
で
一
連

の
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
長
時
間
労
働
に
陥
り
が
ち

で
あ
っ
た
。
総
務
部
課
長
︵
当
時
︶
の
長
野
久
氏
は

語
る
。
﹁
あ
る
課
で
は
、
営
業
体
制
を
従
来
の
一
社

一
名
体
制
か
ら
正
・
副
二
名
体
制
へ
と
変
更
し
た
と

こ
ろ
、
お
客
様
に
対
し
て
担
当
者
の
み
し
か
対
応
で

き
な
い
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
が
少
し
ず
つ
改

善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
営
業
担
当
者
は
、

従
来
よ
り
担
当
す
る
お
客
様
は
増
え
た
も
の
の
、
昨

年
度
ま
で
は
三
日
の
夏
季
休
暇
を
取
得
す
る
だ
け
で

精
一
杯
だ
っ
た
の
が
、
今
年
は
長
期
休
暇
を
取
得
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
互
い
の
仕
事
を
カ

バ
ー
し
あ
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。﹂

　

業
務
改
革
を
行
う
際
、
効
率
化
や
生
産
性
向
上
を

目
的
に
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
﹁
や
ら
さ
れ
て
い
る
﹂

と
い
う
受
身
感
が
出
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
﹁
お
客

様
に
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
。﹂

等
、
達
成
し
た
い
目
標
が
あ
っ
て
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
が
必
要
と
い
う
姿

勢
で
進
め
る
こ
と
が
成
功
の
鍵
と
な
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
る
、
﹁
ひ

と
り
ひ
と
り
が
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
で
き
る
﹂

た
め
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
開
設
し
た
。
自
己
啓
発
メ
ニ
ュ
ー
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

キ
ャ
リ
ア
・
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
支
援
す
る
情
報
を

提
供
す
る
﹁
ス
キ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
﹂
、
心
身

と
も
に
健
康
を
維
持
し
働
き
続
け
る
た
め
の
情
報
を

提
供
す
る
﹁
ヘ
ル
ス
ケ
ア
﹂
、
与
え
ら
れ
た
時
間
の

中
で
ど
う
生
産
性
を
上
げ
て
働
く
か
を
啓
発
す
る

﹁
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
﹂
、
子
育
て
や
介
護
等
で
時
間

的
な
制
約
の
あ
る
人
で
も
不
安
な
く
継
続
就
業
で
き

る
よ
う
に
両
立
支
援
制
度
等
を
紹
介
す
る
﹁
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
﹂
と
い
う
、
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
﹁
個
々
の
社
員
が
何
を
大
切
に
し
た
い

の
か
を
決
め
る
選
択
肢
を
、
社
員
の
目
線
で
提
供
し

て
い
ま
す
。
﹂
と
運
営
を
担
当
す
る
総
務
部
労
務
管

理
課
の
浅
井
裕
琴
氏
は
語
る
。
そ
の
ほ
か
、
活
躍
す

る
社
員
を
紹
介
す
る
﹁S

H
IN

E

﹂
と
い
う
コ
ン
テ

ン
ツ
も
あ
る
。
﹁
私
ど
も
の
仕
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な

　

が
っ
て
い
て
、
個
人
や
一
つ
の
部
署
で
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
分
の
職
務
や
役
割
を
果
た
し
、

お
客
様
や
職
場
の
仲
間
、
会
社
な
ど
周
り
の
人
々
か

ら
信
頼
さ
れ
る
社
員
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
お
互
い

の
仕
事
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
仕
事
が
ど

こ
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
見
せ
て
、

社
員
が
﹃
自
分
の
仕
事
は
こ
ん
な
に
社
会
貢
献
に
な

っ
て
い
る
ん
だ
。
﹄
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。﹂
︵
浅
井
氏
︶

　

ま
た
、
今
後
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
育
児
・

介
護
と
仕
事
の
両
立
が
課
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
育

児
・
介
護
休
業
者
へ
、
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
外

部
か
ら
接
続
で
き
る
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末
を
貸

与
す
る
。
休
業
中
に
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
り
、
社
内
情
報
を
共
有
し
、

メ
ー
ル
等
で
職
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
、
育
児
・
介
護
休
業
中
の
不
安
感
を
解
消

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
後
、
社
員
か
ら

ニ
ー
ズ
の
あ
る
、
在
宅
勤
務
の
検
討
も
視
野
に
い
れ

て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
八
月
に
社
員
の
家
族
六

十
三
名
を
職
場
に
招
く
﹁
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
﹂
も
行

っ
た
。
羽
田
空
港
国
際
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
見
学
し
、

東
京
税
関
の
ご
協
力
を
得
て
麻
薬
探
知
犬
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
た
ほ
か
、
﹁
物
流
博
物
館
﹂

で
同
社
の
歴
史
を
学
び
、
職
場
で
は
統
括
支
店
長
は

じ
め
社
員
と
名
刺
交
換
を
行
っ
た
。
﹁
﹃
職
場
を
見

た
子
ど
も
の
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
り
ま
し
た
。
﹄
と
い
っ
た
嬉
し
い
感
想
が
届
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
家
族

は
社
員
を
よ
り
サ
ポ
ー
ト
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
社
員
が
仕
事

と
仕
事
以
外
で
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
会
社
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。﹂
と
浅
井
氏
。

　

昨
年
十
月
か
ら
開
始
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
二
年

目
と
な
っ
た
。
新
し
い
こ
と
を
一
斉
に
始
め
る
と
拒

否
反
応
も
あ
る
と
考
え
た
た
め
、　

の
施
策
を
一
歩

一
歩
、
し
か
し
着
実
に
進
め
て
き
た
。
今
、
目
に
見

え
る
形
で
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
納
得
し
﹁
腹
落
ち
﹂
す
れ
ば
、
強

い
行
動
力
と
組
織
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
同
支
店
。

一
人
ひ
と
り
が
志
を
も
っ
て
、
自
律
的
に
行
動
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
着
実
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
く
。

様
々
な
施
策
で
社
員
を
支
援

ファミリーデー（羽田空港見学）

コンサルタントを導入し、業務改革を実施

企業概要

名 称

代 表 者

設 立

所 在 地

従 業 員 数

事 業 内 容

U R L

日本通運株式会社東京航空支店

東京航空支店長

昭和12年10月1日

東京都港区海岸3-18 -1ピアシティ芝浦ビル

東京航空支店管内従業員数 3,100人

自動車輸送、鉄道利用輸送、海上輸送、船舶利用輸送、利用航空輸送、倉庫、旅行、通関、

重量品・プラントの輸送・建設、特殊輸送、情報処理・解析などの物流事業全般 及び関連事業 

http ://www.n ittsu .co . jp/

働き方改革情報サイト

　橋 康紀


